
【公民】第２章「個人の尊重と日本国憲法」（Ｐ３３～７０）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑥

３年 氏名（ ）

【人権と共生社会 ④】 （教科書Ｐ５６～５９）

① 人権保障を確かにするため保障されている、 ①
権

国民が政治に参加する権利を何というか。

② ①のうち、選挙に立候補できる権利を何とい ②
権

うか。

③ ①のうち、さまざまな議員を選ぶことのでき ③
権

る権利を何というか。

④ ③の権利は、２０１６年６月１９日以降、どのような人々に認められている

か。

⑤ ①の権利が必要である理由を、簡潔に説明しなさい。

⑥ 人権を保障するために、国に対して、一定の
権

行いをするよう要求できる権利を何というか。

解 答

参 政

被 選 挙

選 挙

請 求

例 国民主権を確保し、政治が国民の意思に基づ
いて行われるようにするため。

例 国民が政治に参加することで、不当に憲法を
変えさせないようにするため。

満１８歳以上のすべての国民



⑦ 人権が侵害されたとき、裁判を ⑦

通じて人権が保障される権利を

何というか。

⑧ 日本国憲法では、権利の濫用を認めず、 ⑧

権利は「社会全体の利益」に反しない

範囲で認められる。この「社会全体の利益」を、特に何というか。

⑨ 日本国憲法に定められて ⑨

いる「三大義務」をすべ

て挙げなさい。

公共の福祉

裁判を受ける権利

(子女に)普通教育を受けさせる義務

勤労の義務

納税の義務


